Shakespeare in Japan (1) : Yoshio Nakano and his Interpretataion and Translation of Shakespeare by 中田 佳昭 & Nakata Yoshiaki
日本におけるシェイクスピア
- (1) 中野好夫 と 教養 としてのShakespeare-




















































河竹登志夫氏は,日本の近代演劇の展開を三つの時代に区分し,第二期を翻案 劇 に よる
<改良演劇時代>につぐ,翻訳劇による<近代劇時代>として次のように規定しているが,
それはわが国のシェイクスピア受容史を理解する上で極めて有効な示唆を与え て くれ る｡
(別表参照)
日本近代演劇の時代区分






























































































































































































































































































































































































































限りにおいて,それは創造的たりたりえない｡唐木は言 う｡ ｢一種の享受者, 鑑賞家として
























































(2) 例えは中野訳 『-ソリー 四世』,そして 『シェイクスピアの面白さ』等はいづれも昭和30年以後
の仕事である｡
(3) 河竹登志夫 『近代演劇の展開』 (NHK市民大学叢書,昭和60年)p.23･24｡
(4) 大笹吉雄 『日本現代演劇史 大正 ･昭和初期篇』(白水社,昭和61年)p.517参照｡








(10) 福田佐存 ｢翻訳論｣,『福田佐存評論集』第7巻 (新潮社,昭和41年)｡
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(ll) 福原麟太郎 『読書と或る人生』(新潮選書,昭和60年)p.430
(12) 中野好夫 ｢翻訳論私考｣,『中野好夫集』第1巻 pp.366-367参照｡
(13) 中野好夫 ｢翻訳論ノー日 ,『中野好夫集』第2巻 p.366｡
(14) 中野好夫 ｢迷訳はなし｣,注(12)前掲喜 p.341参照｡
(15) 前注(7)参照｡







(23) 注(12)前掲 ｢翻訳論私考｣参照｡この件に関しては 『翻訳』(岩波書店,昭和57年) の大岡信氏
との対談においても言及がある｡
(24) この点に関しては,小津次郎 ｢シェイクスピアの翻訳 ･昔と今と-日本近代化百年の流れ｣,『翻
訳の世界』(昭和53年5月号)p.35にも中野の訳業を評価する記述がある｡
(25) 安西徹雄 ｢坪内遣遥と福田恒存｣,『シェイクスピア-書斎と劇場の問-』 (大修館,昭和53年)
p.1730
(26) 唐木順三 『現代史-の試み』(筑摩叢書,昭和44年)p.17｡
(27) 唐木順三 ｢近代日本の思相文化｣注(26)前掲書 p.1360
(28) 注(8)に同じ｡
(29) 中野好夫 ｢つきぬ人間-の興味-シェイクスピアと20年｣(朝日新聞,昭和34年4月8日)
